
様式３

学校名 筑波大学附属小学校

項番 評価項目

1-1-1

説明、 板書、 発問など、 各教員の授
業の実施方法

1-1-3

体験的な学習や問題解決的な学習、
児童生徒の興味・ 関心を生かした自
主的・ 自発的な学習の状況

1-2-2

児童生徒の学力・ 体力の状況を把握
し、 それを踏まえた取組の状況

3-1-2

問題行動への対処の状況

3-2-1

自ら考え、 自主的・ 自律的に行動で
き、 自らの言動に責任を負う こ と が
できるよ う な指導の状況

4-1-3

法定の学校保健計画の作成・ 実施の
状況、 学校環境衛生の管理状況

5-1-4

危機管理マニュアル等の作成・ 活用
の状況

6-1-1

特別支援学校や特別支援学級と 通常
の学級の児童生徒と の交流及び共同
学習の状況

11-1-1

学校運営へのＰ Ｔ Ａ （ 保護者） 、 地
域住民の参画及び協力の状況。

14-1-1

入学者選抜

14-1-2

大学と の連携・ 協力

毎年4000人を超える入学希望者への考査では、 第一次試験の抽選で本校の受験
キャパシティ に見合う 数まで調整し、 第二次試験では生活行動能力等を見るこ と
を中心に行った。 さ らに、 公平性を高めるために、 第三次試験では、 検査合格者
200名の中から 、 定員と なる 128名( 32名４ 学級） を抽選で選出した。

四校研では、 小学校、 中学校、 高校、 大学の各教科専門家で集い、 一貫教育の具
体的な方策について議論し合った。 教科によっては交換授業なども行い、 互いの
児童の状況を理解しあう こ と ができた。 また本校の研究会においては分科会指導
助言者と して筑波大学の先生方に参加していただき助言を受けた。
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具体的評価結果

校内研究会をを通して互いの授業技術についての意見交換を定期的に行う こ と
で、 授業技術の向上が確信できた。 板書については、 小学校の教員は一般に45分
の授業を板書を消したり 書いたり するこ と なく 、 展開がビジュアルにわかるよう
構成していく と いう 文化をもっているが、 全国の教員の手本と なる板書の構成技
術を持った教員が多数存在している。

児童の興味を刺激しつつ、 45分間飽きさせるこ と なく 集中させる授業に取り 組む
こ と ができた。 特に知識の活用の場を意図的に設定するこ と で役に立つ学びの在
り 方を実感させていく こ と ができたと 考える。 本校では専科制度をと っている
が、 互いの専門領域にも踏み込んだ議論を校内研究会などを通して実現できたこ
と が成果につながったと 考えている。

日常の児童の評価、 また文部科学省学力テスト やスポーツテスト なども活用して
本校の児童の体力の高さ 、 学力の高さは相対的によい傾向は示しているこ と がわ
かったが、 継続して探求していく 力、 教科によっては意欲などが少ないと いう 面
も見えてきたので、 各教科の授業だけではなく 総合活動などを通じて、 児童に新
しい探究活動の場を提供していく こ と を試みた。

若桐会、 後援会における支援は他は類を見ない強力な体制であり 、 夏休みの水泳
教室や若桐祭、 学校の広報誌づく り などを通して積極的に学校運営をサポート し
ていただいた。 また学校評議委員会では、 地域の方、 本校OB教官、 大学など有識
人などに関わっていただき、 多様な視点からのアド バイスをいただいた。

問題行動については、 担任だけではなく 生活指導主任をリ ーダーと して各専科教
員と 早い段階で情報を共有し対処に当たってきた。 また別に児童指導会議を適時
設けて、 カウンセラーにも協力を仰ぎ、 保護者と 連絡を密にして事後指導も行っ
てきた。

通学分団や縦割り 清掃など児童の自治活動の場を設け、 自らの判断でより よい学
校生活、 安全な登下校、 通学マナーの確立などを考えさせてきた。 特に登下校中
に起きる友達同士のト ラブルについて集会などで議論させるこ と を通していじめ
の問題などの指導の場と しても適時活用するこ と ができた。

養護教諭が中心と なり 、 毎月行われる保健部会において実施状況を把握し、 適時
児童への指導、 担当各教諭への指導と 注意を行ってきた。 特にインフルエンザな
どの流行する時期においては、 細かな注意喚起を全校集会などを通じて心掛け
た。

防災、 防火に関わる体制づく り をマニュアルに沿いおこなった。 避難訓練、 救助
訓練などは児童だけでなく 、 保護者対象のものも行い、 緊急時の役割分担、 連絡
体制の確立を行った。 さ らに合宿などに行く 場合にも現地で必ず避難訓練を行
い、 学校外の活動においても児童に緊急時の対処の仕方についての意識づけをお
こなった。

大塚特別支援学校と 保谷農園におけるジャガイモの収穫活動などを通して三年生
同士の交流活動わ行った。 また四年生が黒姫合宿へ参加し互いの個性やよさを認
め合い、 助け合う こ と でよき関係づく り ができた。



14-1-3

先導的教育研究

14-1-4

教員養成・ 教師教育

14-1-5

国際交流・ 国際貢献

14-1-6

社会貢献

6月、 ７ 月、 ９ 月の三回の教員免許更新制度を実施し、 好評を博している。 また
各県教育委員会の視察や現地に赴いての指導を本校教員がおこなった。 また6月
と 2月の初等教育研究会では全国の教師の研修の場と してたく さんの参加者が
あった。

4年生を対象と したサンフランシスコ児童交流会や5, 6年の筑波大学の留学生と の
交流会などを通して児童のグローバル素養の育成を目指す活動をおこなった。 ま
たJI CAや海外の教員研修の場と して授業参観の機会を設けたり 、 講座を担当した
り して教員のグローバル資質の向上の機会と するこ と もできた。

文京区の学力向上アド バイザーと して協力したり 、 文部科学省の学習指導要領の
委員や学力テスト の作成委員、 分析委員などに協力した。 また多く の教員が各
県、 地域の教育委員会の講座、 各学校の研究会への講師と しての派遣依頼があ
り 、 各地域の教師教育に貢献できた。

毎月校内での研究授業を行い、 研究テーマ「 きめる学び」 についてや、 その具体
的な指導方法について、 協議を繰り 返しながら内容を深めるこ と ができた。 その
成果は研究紀要にまと め、 研究発表会で発表し、 さ らに月刊「 教育研究」 等で広
く 世に問う こ と ができた。


